
鵠沼市民センター・公民館等施設

建替えに向けた意見交換会（第２回）

鵠沼市民センター

1



これまでの動き

・令和３年９月 第３次藤沢市公共施設再整備プラン検討事業に位置付け

・令和４年３月 鵠沼地区郷土づくり推進会議から「鵠沼市民センター・公民館
施設の建替えに関する提言書」を市長に提出

⇒提言内容：再整備事業に早期着手すること

・令和５年２月 藤沢市議会２月総務常任委員会で「鵠沼市民センター・公民館
等施設の現状と課題について」を報告

・令和５年５月 施設建替えに向けた意見交換会（第１回）を開催

・令和５年12月 藤沢市議会１２月総務常任委員会で「鵠沼市民センター・公民
館等再整備事業の検討状況について」を報告

・令和６年１月 施設建替えに向けた意見交換会（第２回）を開催
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第１回意見交換会での内容の振り返り
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現状施設の課題 ① 施設・設備の老朽化
⇒安定的な行政サービス提供に支障のリスク
維持管理コストの増大

現状施設の課題 ② 市民センター・公民館機能と面積の不足
⇒執務室の狭隘、体育室がない

現状施設の課題 ③ 津波避難対策の脆弱性
⇒津波発生時に過剰な屋上避難は大きなリスクを伴う
安全な津波一時避難場所として避難者の受け入れ不可
津波発生時に地区防災拠点本部、市民センター機能の停止



津波ハザードマップ



第１回意見交換会での内容の振り返り
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津波浸水予測

◆基準水位
津波浸水深にせき上げ高を
考慮した最大到達水位

令和３年３月に県から「津波災害
警戒区域」に指定されたことにより
基準水位が示された
（津波防災地域づくりに関する法律）

現在地では最大で約3.4ｍ

最短津波到達予想時間約8分

基準水位 3.4ｍ
2階ＦＬ 4.1ｍ

屋上
8.2ｍ

想定浸水深



津波時の鵠沼市民センターへの最大避難者想定
◆最短の津波到達時間を8分と想定すると

→避難可能距離：300ｍ

・300ｍでは鵠沼海岸2丁目、3丁目が範囲内
500ｍに広げると1丁目が含まれる

※居住者数（夜間人口）
1丁目：1,393人 2丁目：1,963人
3丁目：1,552人 合計：4,908人

仮定1：2丁目、3丁目住民の50％が避難
→ 1,758人

仮定2：1丁目まで範囲を広げると
→ 2,454人
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避難距離：歩行速度×｛（津波到達予想時間）-（避難開始時間）｝
60ｍ/分×｛（8分）-（3分）｝＝ 300ｍ

第１回意見交換会での内容の振り返り
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300ｍ

鵠沼海岸５丁目

鵠沼海岸１丁目

鵠沼海岸２丁目

鵠沼海岸３丁目

鵠沼海岸４丁目

収容可能人数の合計
鵠沼海岸２丁目
２，４６３人

鵠沼海岸３丁目
６２９人

鵠沼海岸５丁目
２，５２７人

第１回意見交換会での内容の振り返り



藤沢市の公共施設再整備計画の概要

◆藤沢市公共施設再整備基本方針
・平成26年3月策定、令和3年6月部分改定

再整備の基本的な考え方

(1)公共施設の安全性の確保

(2)公共施設の長寿命化

(3)公共施設の機能集約・複合化による施設数の縮減

⇒基本的な考え方のもと
・財源（財政）の平準化
・優先順位付け
・計画的な整備
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第１回意見交換会での内容の振り返り

藤沢市公共施設再整備プラン（具体的な実施計画）
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藤沢市中期財政見通し 2022年度（令和4年度）～2026年度（令和8年度）

※令和３年８月公表
策定の目的と活用
社会保障関係費や公共施設等の老朽化に伴う経費の増
加が見込まれる中，中期的な視点で歳入歳出や健全化判
断比率のシミュレーションを行い，本市の事業を計画的に
進めていくことで，健全な財政運営を維持することを目的

扶助費

障がい者福祉、介護給付費、小児医療助成、児童保
育委託費、生活保護扶助費 など

年々、財源不足の増加が見込まれている厳しい財政状況

第１回意見交換会での内容の振り返り



現時点における市の検討状況
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駐輪場

開発経営公社

鵠沼市民センター

⇒

第１回意見交換会時の
再整備計画用地

現時点で検討している再整備計画用地



現時点における市の検討状況
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◆機能集約・複合化を検討している施設
◎鵠沼市民センター・公民館

◎鵠沼市民図書室

◎鵠沼郷土資料展示室

◎鵠沼南包括支援センター（いきいきサポートセンター）

◎鵠沼つどいの広場（子育て支援ルーム）

・鵠沼地区ボランティアセンターささえ

・老人福祉センター 湘南なぎさ荘

・鵠沼海岸駅自転車等駐車場、同第２駐車場

・機動救急隊待機スペース、第４分団器具置場

・鵠南子どもの家

・鵠南市民の家

◎：現時点で機能集約している施設
鵠南市民の家

鵠南子どもの家

鵠沼市民センター
・公民館

鵠沼海岸駅
自転車等駐車場

ボランティア
センターささえ

第４分団

湘南なぎさ荘

鵠沼海岸駅第２
自転車駐車場



建物配置検討の一例 （あくまでも一例です。決定しているものではありません。）
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①

②③

④

①鵠沼海岸駅前自転車駐車場
同第２駐車場
鵠南子どもの家
鵠南市民の家

②市民センター・公民館
市民図書室
郷土資料展示室
包括支援センター
つどいの広場
ボランティアセンターささえ
湘南なぎさ荘

③体育室

④防災（イベント）広場
機動救急隊待機スペース
第４分団



建替えの想定 （現時点での想定です。決定しているものではありません。）
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◆現状敷地における条件等

・用途地域：第一種低層住居専用地域

・建ぺい率/容積率：50％/80％

・建築基準法第48条但書きの許可が必要

・高さ制限：10ｍ （※特定行政庁の認定を受け12ｍ以下）

・日影制限等

◆建替え時に考慮すべき事項

・津波避難対策

→想定される最大の津波に耐えうる基礎構造、躯体構造、津波対策

建物高さ、屋上避難有効面積の確保、常時屋上避難路の確保

上層階に非常用電源、備蓄品、受水槽等を整備、上層階に避難スペースを確保

・その他

→ユニバーサルデザイン（バリアフリー）、環境負荷低減、身近な行政窓口としての機能充実、

生涯学習・地域コミュニティ拠点、地域活動拠点としての機能充実 など

近隣住民が安全
に避難すること
ができる施設



建替えの想定 （現時点での想定です。決定しているものではありません。）
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◆事業スケジュールの想定

令和６年度： 基本構想

令和７～８年度： 基本設計・実施設計、事前家屋調査 など

令和９～１０年度： 第１期工事、既存施設解体 など

令和１１～１２年度：第２期工事、外構工事、事後家屋調査 など


